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要 旨:昭和55年度から59年度までの5か年にわたり「からまつ材質育種事業jが実施された。
東北林木育種場ではこの5か年聞に青森営林局管内の精英樹クローン植栽林分1箇所と V齢級以上

の一般実生人工林16箇所を選定し，精英樹クローン植栽林分から56クローン，一般実生林分から
1，584本c1林分あたり 45-154本)，計1，640本の材質優良候補木を選出した。一般実生林分では，
生長や幹の通直性・正円性が優れ，病虫害などの欠点がない個体を選出した。選出された候補木は材

質検定として，精英樹クローンでは繊維傾斜度，一般実生林分からの候補木では繊維傾斜度，材のね

じれ，そりを測定した。精英樹クローンのなかで最大繊維傾斜度が小さい4クローンと一般実生林分

では材のねじれ量が 5%以下で，最大繊維傾斜度5.0%以下，平均繊維傾斜度2.5%以下であった

77本を材質優良木に決定した。材質優良木本数は81本となり，当初計画された 60本を上回る成果
が得られた。一般実生林分から選抜された材質優良木はつぎ木増殖されており，育種母材として保存

利用する計画である。 ζの事業実行に伴い繊維傾斜度，材のねじれ，材のそりなど材質形質の林分間

や林分内の変異幅が明らかにされた。

I はじめに

47~69 

東北地方のカラマツ人工林は，岩手県を主として山形・青森・宮城県などにひろがり，北海道および長

野県をふくむ中部地方につぐ重要な造林地帯となっている。なかでも岩手県内の国有林ではカラマツの占

める割合が高心地域施業計画区どとの人工林面積に対する割合は 22~45% に及び，部分的には 85% に

もなる。また，カラマツの造林面積は全国的に昭和 28，29年から年々減少しているなかで岩手県内の国

有林では毎年 1，500ha前後が造林されている。乙れは同県内国有林のスギ、に匹敵する造林量であるとと

もに北海道につぐカラマツの造林量となっている。

岩手県内の国有林には約 52千haのカラマツ林が存在し，その 80必以上は VI齢級以下の若齢林分であ

るo このほとんどは奥地開発にともなう拡大造林によるもので高海抜地，寒冷地に位置する。との地域へ

の造林樹種としてカラ 7 ツ以外に適当な樹種がない乙とから，これらの造林地が伐期に達した後は再びカ

ラ7 ツの造林量が増加する ζ とが予想される。東北地方のように高海抜地，寒冷地をもっ地域にとってカ

ラマツはスギについで重要な造林樹種であるので，利用上の欠点である材のねじれを遺伝的に改良すると
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とは東北地方の林業にとって重要な課題である。昭和 55年度から 59年度までの 5か年計画で「からまつ

材質育種事業」が実施され，東北林木育種場では青森営林局の協力を得て岩手県内の国有林を対象に材質

優良木の選抜を進めてきた。そして， 59年度の事業終了時までに 81木の材質優良木を選抜し， 当初計画

を t回る成果を得た。

木報告は東北林木育種場における「からまつ材質育種事業Jの実施結果をとりまとめたものである。

なお，本事業の実施にあたり，御協力いただいた青森営林局をはじめ乙供，安代，岩手，盛F可，雫石，

遠野および川井の各営林署の関係職員に謹んで深謝する。また，本事業は各年度ともに材質優良候補;十二の

選出に始まり，丸太の購入と製材，材質検定，材質優良木の増殖および総合的な企固など多方面にわたる

ため，東北林木育葎場の多くの関係職員の協力を得て実行できたことを申し添える。

E 選抜対象林分及び材質優良候補木の選出

1. 選抜対象林分の選出

東北育種基本区内の国有林におけるカラマツの蓄積量は約 419万 m3であり， 乙の 80労に当たる約 331

万がが東北東部育種区の青森・岩手・宮城の三県下に分布している21)。表1には東北東部育種区内の国

有林，即ち，青森営林局管内の国有林における地域施業計画区ごとのカラマツ林市積を齢級階ごとに示し

た1)-10)。青森常林局管内全体のカラマツ林面積は約 73千haで， 人工林面積の 24%であるが，岩手北

部，岩手中部， 三陸の各地域施業計画区はこの割合が 35~48% と， 特l乙カラマツに対する依存の高い地

帯である。

このようなことから東北林木育種場では，昭和 55年度の事業開始から 59年度までの 5か年間に，岩手

県内の国有林から一般実生 16 林分(林分 No.2~17) と青森県内の国有林から精英樹クローン植栽 1 林分

ci木分 No.1)，計 17林分を材質優良候補木選出林分(以下「候補木選出林分」とする)に選定し，材質

表1. 東北東部育種区内国有林における齢級階どとのカラマツ人工林面積

齢級階ごとの面積 (ha)
人合に対工林す面(る%積割) 県名 地域施業計画区名

roII!rnow!vovr!VlI・四!IX 0 x !刃以上
計

青森県 津軽北部 669 2，234 1，238 39 9 6 4，196 14 

津軽南部 2，031 3，332 556 95 20 6，035 17 

ド ::It 394 1，232 285 51 76 2 2，040 8 

」二 北 262 1，341 1，175 107 呂0 10 2，976 10 

県小計 3，357 8，140 3，254 293 185 18 15，246 12 

岩手県 岩手北部 4，279 7，123 5，223 594 866 484 18，570 48 

先手中部 4，564 6，908 2，207 733 1，319 338 16，068 35 

F主 6，087 5，964 1，523 57 15 13 13，658 44 

岩手南部 772 1，345 939 184 256 22 3，519 つつ

県小計 15，702 21，340 9，893 1，567 2，456 858 51，815 38 

宮城県 宮城北部 556 877 454 22 6 37 1，953 5 

宮城南部 1，271 1，97日 540 36 78 128 4，030 24 

県小計 1，827 2，856 994 58 84 165 5，983 15 

育種区計 12刊~~七14011 ， 91812， 72邑 1 1，040173，0431 24 
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優良候補木(以下「候補木」とする〕を選出した。候補木選出林分の選定は各年度とも lつの地域からV

齢級以 kの 2~4林分を選定したが，原則として同令林齢の林分が選定されないように考慮した。

表2に候補木選出林分の所在地と林齢を実施年度ごとに示した。また，凶 1にこれらの株分の位置を示

した。なお，表2に示した林分No.は候補木の選出を行ったI1民につけたー連番号であり，以下の表・図お

よび説明で共通して用いる。

一般実生林分からの候補木選出林分は表1f乙示したv.羽齢級林分の多い岩手北部・岩手中部・三陸の
各地域施業計画区から選出した。地域施業計岡区ごとの選出林分数は，岩アー北部9林分(林分 No.2，3， 

7， 8， 9， 10， 15， 16， 17)，岩手中部4林分(林分No.11， 12， 13， 14)，三[;J~ 3林分(林分 No.4，5， 

のである。また，とれらの林分は，地理的には奥羽山系束側3林分(;j;ト分No.15，16， 17)，北上川上流

丘陵地2f+分(林分 No.2，9)，岩手山山麓3林分(林分No.3， 7， 8)，北 bL!系中央4林分(林分 No.

4， 5， 6， 10)，北 k山系南部4林分(林分No.11， 12， 13， 14) fと区分される。

候補木選出休分の種子産地は，不明もしくは信州カラマツとあるのみで明らかでなかった。

候補木選出林分では，地況，林況を調査し，さらに林分内の平均的な生長を示す部分で 100本の個体を

含む標準地を設定し，樹高，胸高直径，枝下高，および幹の通直性，iE円性を毎木調査した。この結果は

表3fC示した。ほとんどの林分はカラ 7 ツの一斉林であるが一部アカマツとの混交が見られた。候補木選

出林分は，各年度の間伐予定林分のなかから選出された O 岩手地方カラ 7ツ林分収穫表における V~VI齢

級地位 2 等の ha あたり成立本数は，主副林木をあわせ 971~1 ， 164 本であり，各林分の成立木数はこれに

比較してやや多い傾向がみられる。また，各林分の生長状況をこの収穫表から主面Ij林木を合計しでもとめ

た胸高直径と比較してみると，地位2等相当あるいはそれ以下であった。

表2. 材質優良候補木選出林分の所在地

議|剛一一!吋 所 在 士自

年度 年生
55 橋英樹クローン 12 青森県上北郡東北町大字甲地字日影林ノ上山国有林 97林斑い小班

2 般実生 31 岩手県岩手郡岩手町字北上山国有林 52林耳目乙小斑

3 11 27 岩手県岩手郡滝沢村宇一本木山国有林 48林斑ろ小班

56 4 11 25 岩手県下閉伊郡川井村字門馬山国有林 230林Jj}ll、4¥Jj}l

5 11 25 岩手県下閉伊郡川井村字北田代山国有林 296林班し、小班

6 11 23 岩手県下閉伊郡川井村字北田代山国有林 286林班い小班

57 7 25 岩手県岩手郡雫石町字網張圏有林 191林班い 5小佐

B 11 31 岩手県岩手郡滝沢村字滝沢国有林 143林班い，ろ小班

9 11 26 岩手県岩手郡岩手町字四日市山国有林 25林班は 2小説i

10 11 25 岩手県岩手郡玉山村字外山第-国;釘林 277林班い 2小班

58 11 11 23 岩手県遠野市附馬牛町大字上附馬牛字薬師同有林 95林班い B小斑

12 11 22 岩手県遠野市小友町字袋畑国有林 123材、班へ 3小斑

13 11 24 岩手県遠野市小友町字小友第2国有林 257*+班い 2小班

14 11 25 岩手県遠野市小友町字小友第2国有林 255林班い小説上

59 15 11 26 岩手県二戸郡安代町字切通山国有林 102林班し、小斑

16 〆'1 28 岩手県二戸郡浄法寺町字御山第 l国有林 327林班ほ小班

17 // 30 岩手県二戸郡浄法寺町字駒ケ嶺国有林 302林班い小班
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図1. 材質優良候補木選出林分の位置
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①~⑫ 材質優良候補木選出林分

材質優良候補木の選出2. 

東北林木育種場では沼和 55年度から 59年度までの 5か年聞に精英樹クローン植栽林分から 56クロー

ン，一般実生林分から 1，584本，計1，640本の候補木を選出した。

精英樹クローン植栽林分では，断幹，整枝，男定などの施業を珂始していない採種園における間伐予定

木から正常な生育をしている採種木をクローン当たり 1~4 本選出した。選出された 56 クローンは北海

道・東北・関東の各育種基本区で選抜された精英樹であり，育種基本区ごとの精英樹数の内訳は次の通り

である。

クローン18 北海道

クローン25 ~t 東

正円性が優幹のiifi直性，

クローン

一般実生林分からの候補木は，樹高，胸高直径が林分の上位10%の範囲で，

13 東関
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材質優良候補木選出林分の地況及び林況

地 況 林 況
林分 No. 林齢 面積

海抜高| l 傾斜度 | |土壌型 成立本数/ha|l混交入歩ゐ I |枝下高方位 地形 樹 ，%) 胸高直径

年 ha m 本 % m cm m 
l 12 2.00 50 SW  綬 凹型斜面 Blo 430 100 11.8土1.1 12.8土2.4 1.0 

2 31 7.42 460 W 五反 凹型斜面 Blo(d) 1，500 95 12.45土2.33 18.19土5.03 5.34 

3 27 11.57 360 S 中 凹型斜面 Blo(d) 1，750 95 10.81士2.72 14.41士4.41 5.41 

4 25 2L 52 600 S 中 崖 主住 BE 1，440 100 14.05土2.18 13.84土2.56 9.78 

5 25 13.38 760 SE 中 崖 主住 BE 1，713 100 12.41土2.64 12. 72土3.64 8.53 

6 23 10.72 660 W 緩 崖 錐 BB 1， 116 100 14.26土2.28 13.77土3.13 10.03 

7 25 52.24 470 S 緩 山腹平衡 Blo 1，214 100 10.85土2.43 13. 13土3.15 5.73 

8 31 18.51 385 SE 緩 平坦地 Blo(d) 1，132 85 12.43士2.28 15.44土2.87 7.83 

9 26 9.79 440 S 緩 山腹平衡 BB 1，100 85 11.42士2.82 12. 73土4.0。 6.65 

10 25 12_66 765 SE 中 山腹平衡 BIB 1，025 95 11. 24::I:2. 83 12.53土4.01 6.79 

11 23 77.67 575 SW  緩 山腹凹斜面 Bo 2，019 100 12.40土2.04 13.08土3.20 7.91 

12 22 34.32 650 w 緩 山腹複合 Blo 1，330 100 11. 30::I:2. 10 14. 13::I:2. 86 7.43 

13 24 4.66 520 SW  中 山腹凸斜面 Blo 800 100 13.45土2.75 13.22土3.87 7.55 

14 25 8.92 535 W 京愛 山腹凹斜面 Blo 700 100 13.11士2.20 13.05土3.41 8.00 

15 26 32.89 490 SW  中 山腹平衡 BE 1，400 100 12.64土3.44 12.70土3.83 6.20 

16 28 7.96 390 W 中 山腹凹斜面 Blo(d) 1，420 78 14.87土2.67 14.32土3.11 8.89 

17 30 9.15 510 E 中 山腹凹斜面 Blo 1，560 lOC 14.00士3.02 14.30土3.08 8.83 

表 3.

注)精英樹クローン:林分 No.l

一般実生:林分 No.1-17 

樹高，胸高宜径:標準地の平均値±標準偏差

校 下 高:標準地の平均値
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表4. 材質優良候補木の選出林分別選出本数，樹高，胸高直径，枝下高及び幹の形質の概要

林分 候補木 候最補低木基選準出 材質優良候補木の大きさ 通直性 正円性

No. 
林齢選出

樹高岡高直径 高|胸高直径|枝下高木数 t対 通直曲がり 正円 不正円

年 本 m cm 11.8 m 12.8cm 1.0 m 本 本 本 本
12 56 ...... -・・・・.

4.4~ 9.8 8. 1~18. 1 0.4へ-2. 1 

2 31 45 15.44 24.64 
17.80 28.13 8.62 

45 O 45 。
16.0~20.0 25.0~32.3 6.0~13.0 

3 27 45 14.30 20.06 
17.62 22.84 6.56 

43 2 45 O 
16.0~20.0 20.3~26.0 4.0~ 1O.0 

4 25 90 16.84 17. 12 
19.71 21. 12 11.43 

53 37 90 O 
17. 5~22. 1 18.4~24.6 4.3~15.6 

5 25 86 15. 79 17.38 
18. 18 21.26 7.77 

27 59 86 。
16. 0~22. 4 17.4~27.3 0.8へ-14.0

6 23 90 17.18 17.78 
19.03 21.73 9. 17 

16 74 90 。
16. 7~21. 3 18.0~26.0 2.7へノ13.3

7 25 120 13.97 17.17 
15. 14 20.39 6.73 

75 45 120 O 
14. 0~17. 2 17.4~26.4 3.8 9.3 

B 31 105 15.35 19.12 
17.52 21.97 9.44 

99 6 105 O 
15.5~20.0 19.4~25.0 3.0~14.6 

9 26 90 15.04 17.86 
18. 79 21.90 10.06 

73 17 ヲ0 O 
15.2~22.8 18.4~26.3 5. 4~15. 1 

10 25 89 14.87 17.67 
19.21 

15.0~22.6 

20.43 1 L 46 
57 32 89 。

18.0~23. 7 6.0~15.5 

11 23 120 15.01 17.18 
18.10 

15.0~21. 2 

19.75 10.56 
71 49 120 O 

17.2へ-24.8 5.9~14. 7 

12 22 100 13.99 17.79 
15.27 

13.8~17.3 

19.76 7.01 
72 28 100 O 

17.8~23.6 3.8~12.0 

13 24 100 16.98 18.18 
18.70 20.87 10.01 

76 24 100 O 
16.9~21.9 18.0~24.2 2.4~14.0 

14 25 90 15.93 17.42 
18. 13 20.22 10.36 

61 29 90 O 
16.0~20.5 18.0~24.7 5.3~14.7 

15 26 120 17.05 17.61 
18.65 20.80 9. 11 

115 5 120 O 
17.0~ぜ20.9 18.0~24.0 3.5~13.8 

16 28 154 18.29 18.31 
20.02 

17.8~23.0 

21. 26 12. 12 
18.4~24.0 5.0~18.8 

143 II 154 O 

17 30 140 17.87 18.25 
18.89 

17.8~23.4 

21. 66 9.55 
18.3~23.9 4.7へ-15.1 

127 13 140 O 

注〕精英樹クローン:林分 NO.l

一般実生:林分 No.2~17 

材質優良候補木選出の最低芯持:様準地の平均値+1. 282x標準偏差

材質優良侯柏木の大きさ同士喜Ei71寄
ltぇj値~最大値

れ， 病虫害等の欠点がないことが条件であるので， 各林分の標準地の平均値と標準偏差から x+1. 282σ 

により樹高と胸高直径の最低基準を設けて，これ以上の生育を示し，かっ幹の通直性，.iE円性の優れた個

体を候補木として選出した。表4に林分ごとの選出基準，候補木選出本数，候補木の大きさ，幹の形質ど

との本数を示した。また，図 21どは 4i'A:i}について椋準地内調査木と候補:+:の樹高と胸i高直径の関係を示

した。幹の形質は全候補木とも正円であったが，通直性ではやや的りのある個体も選出されている。しか

し，これは採材に影響しない程皮の僅かな曲りである。
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胸高直径 (cm)

候補木選出林分における標準地調査木と選出候補木の胸高直径と樹高の関係

黒丸が標準地調査木，白丸が候補木，破線と実線は標準地平均と候補木

平均を示し，点線は候補木選出下限値を示す。

:30 

(cm) 

10 

胸高直径

間2.

....... 
Jι 検質材E 

事業実施要領22)では選出した候補木は材質検定として繊維傾斜度，材のねじれ，材のそりを測定して，

材のねじれと繊昭和55年度の調査から，その結果Ic1;I;づいて材質優良木を決定することになっているo

昭和56年度以降は候補木から採取じた円板維傾斜度とは高いlf.の相関関係、にあることが明らかとなり，

目測で繊維傾斜度の大きい候補木を除外して，浅った候補木から素材丸太を採取して材を引地で割裂し，

のねじれ，そりを測定する方法lこ変更された。

林分ごとの候補木選出から材質検定のための試料採取，材質検定，材質優良木の決定，材質優良木のつ

ぎ木増殖までの実施経過は表5(c示したとおりである。

昭和56・57年度が約1/2，58・59年度選出した候補木に対する系材丸太を採取した候補木の割合は，

林分No.12では選出した全候補材のねじれ量の林分内変異を検討するため，-U 
だたが約1/3である。

林分No.16では選出した 154本の候補木のうち無作為に選定した 100本の候補木と残り 54木の木から，

うち繊維傾斜度の小さい 7本の合計107木から素材丸太を採取した。

胸高選出した候補木は各年度ともクローン増殖用のつぎ穂採取が可能となる 11月上旬以降に伐倒し，

ねじれとそりを測定する角材を部の枝のない部分を選び繊維傾斜度測定用の厚さlOcmの円板 2枚と，

作製するために門板(c続く長さ 3.5mの素材丸太を採取した。

繊維傾斜度の測定は採取した 2枚の円板のうち上部の円板，日jち，素材丸太(C近い方の円板を用い，事

業実施要領22)(乙従い両木口に節を避けて樹心を通る一対の平行な基準線を引き，末口面の基準線lこ両刃の

ナタを泣きプラスチックハンマーで加撃して割裂させたの割裂させた円板から割裂面(元口面)を含む厚



表5. 材質優良木の決定とクローン増殖までの実行経過

候補木の選出 製 材 供試(乾角燥材期の間乾)燥 材(ねじ質れ・検そり定) 1 優良木の決定| 優良増木のクローン殖

55.10.28 55. 10.29 

2 55.11. 6ー 12. 2 55.12.15-12.18 55. 12.22ー 12.23 55.12.25-56. 4.23 56. 4.24-4.27 56. 4.28 56. 5. 6 
(120日間)

3 11 11 11 λア 11 11 11 

4 56. 6.30-7.23 56.11.13-11.27 56. 12. 8 56.12.10-57. 3. 8 57. 3. 9-3.10 57. 4. 12 57. 5. 8-5. 9 
(89日間)

5 11 11 ，.〆 11 11 11 λF 

6 λア 57. 2. 3-2. 5 57. 2.18 57. 2.20-57. 4. 4 57 4 5 11 11 

(54日間)
7 57. 6 7-6. 9 57.11. 4-11.26 57. 12.20 57.12.22-58. 2.17 58. 2.18-2.20 58. 4. 15 58. 5. 4 

(58日間)
B 11 11 57. 12. 7-12. 8 57.12.10-58. 2.17 λF 1/ 11 

(70日間)
9 56.11.19-11. 21 11 11 1/ J〆 11 11 

10 λソ 1/ 1/ 11 11 1/ 。

11 57. 9. 1ー 10.28 58.10.31-11.18 58. 11. 27 58. 11.29-59. 4. 15 59. 4. 16-4. 17 59. 4.18 59. 5.21-5.22 
(138日間〕

12 1/ 11 11 11 11 11 11 

13 11 11 11 11 M 11 11 

14 1/ 11 11 11 1/ 1/ 11 

15 58. 7. 6←ー 7.14 59.10.29-11.14 59.11.30ー 12. 1 59. 12. 3-60. 4. 16 60. 4.17 60. 4.20 60. 5. 9-5.11 
(135日間)

16 11 11 11 "〆 11 11 11 

17 11 11 11 11 11 11 11 

注)精英樹クローン:林分 No.l

一般実生:林分 No.2~17 

年月 日:昭和.年.月.日
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さ2.5cm，幅7.5cmで基準線に平行な測定試料片を作製し，自動木理測定装置(カーブリーダーと電算

機の連動)を用いて各年輪の晩材部で基準総と割裂線の距離をO.lmm単位で測定し，年輪別繊維傾斜度

の最大値(以下「最大繊維傾斜度」とする)と年輪別繊維傾斜度の平均佑(以下「平均繊維傾斜度」とす

る)を求めた。

採取した素材丸太からは長さ 3.5m，一辺の長さ 10cmの心持ち正角を製材した。製材は寸法の過りや

挽き曲がりがないように数回の修正挽きを行い規定の寸法に仕上げた。

とれらの角材は，};!，I北林水育種場材質検定木工室に付属した木材乾燥置場(面積50.4m2， 天井と側mi

の下部フアイロン張，側面上部1.2m寒冷紗張)!C立てかけて乾燥した。供試角材の乾燥は，日目f1J55・56

年度は全期間を木材乾燥置場に置き，乾燥を均一化させるため途中で角材の位置換えと天地返しを行っ

た。昭和 57年度以降は乾燥による割れを防ぐため乾燥途中の約 1か)j聞を室内に桟詰しシートで被覆し

た。林分どとの乾燥期間と乾燥日数は表5に示した。

材のねじれとそりは，供試角材の合/](率を水分五十 (K巴tt木材水分;;lMT-8S型)で随時測定し，合水

率が 12~14% になった時点で測定した。

材のねじれは 3mスパンでえk平に設置した一対の逆V字型規準台上に供試角材をのせ，材百ごとに3

点を規準台に固定し 1陵線がねじれによって規準台から移動した距離をO.lmm単位で測d人とし 4材回

の最大値の正角一辺長 (100mm)に対する比を材のねじれ量とした。

材のそりは 1陵綜の両端を規準合lと固定し材中央における内山商の矢高を0.5mm単位で測定し 4

材面の最大値の材長 (3，000mm)に対する比を角材のそり量とした。

1. 繊維傾斜度の測定結果

表6に林分どとの最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度の林分平均値，標準偏差，変動係数， Jえ小値，最大

値を示し，最下欄に一般実生16林分を乙みにした値を示した。また， 図3!乙精英樹クローン植栽林分で

選出した候補木の最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度について，図4には一般実生林分の最大繊維傾斜度と

平均繊維傾斜度について階級どとの出現木数を林分ごとに示した。

精英樹クローン植栽林分(林分NO.1)では，最大繊維傾斜度の林分平均は 8.017o，最小値4.5%，最

大値11.9%と一般実生林分とほぼ同じであり，図3でみるように長大維繊傾斜度に関する選抜基準5.0%

以下のクローンが合まれていたが，平均繊維傾斜度では，平均5.80%，最小値3.3%，最大値8.8%で一

般実生林分に比較して大きい偵を示し，選抜基準である 2.5%以下のクローンが得られなかった。これ

は，との林分が植栽後12年生で測定年輪数が少ないことと繊維傾斜度は一般に内側の年輪ほど大きい値

を示す伺休が多いことによるもので，この林分では材質優良木の選抜に平均織部(傾斜度のn準を適用でき
ないことが明らかになった。一般友生16林分をこみにした偵をみると，最大繊維傾斜度は，平均7.50%

(最小値3.1%，最大値18.0タ15)，標準偏;'21.875ぢ，変動係数24.9，平均繊維傾斜度は平均3.94%(最

小値0.9%，最大値10.9%)，標準偏差1.515ぢ，変動係数38.3であった。

最大繊維傾斜度について体分ごとにみると， *半分平均の範囲は6.52~8. 88 %，最小値 3.1~4.6%，最

大値 9.9~18.0% と林分間で違いがみられたが，凶 4 !と示したようにいずれの林分でも最大繊維傾斜度の

選抜基準である 5.0%以下の個体を含んでいた。

平均繊維傾斜度では，林分平均の範囲は 3.05~4.96%， 最小値 0.9~2.1%， 最大値 6.0~10.95ぢで最

大繊維傾斜度と同様林分聞に迷いがみられたが，凶41ζ示されるようにいずれの林分でも平均被維傾斜度
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表6，繊維傾斜度の変異

最大繊維傾斜度 (%) 平均繊維傾斜度 (劣〉
F本企上 No， 調査本数

平均値I標偏準差 I変係数動 I最小値I最大値 平均値|需主l護霊|最小値|最大値
56本 22_ 1 1. 34 3.3 8.8 8.01 I 1，77 4，5 11. 9 5.80 23，1 

2 45 8.88 2.33 26.2 3.9 13.9 4.81 1.92 39.9 2. 1 9.5 

3 45 7.13 1.92 26.9 4.0 15.4 3.74 1.50 40.1 1.3 7，4 

4 90 6.96 1.79 25.7 3.3 11. 1 3.05 1，20 39.3 1.2 6，ヲ

5 86 7. 11 1. 66 23.3 3.3 11.8 3.88 1，43 36.9 1.4 8.6 

6 90 7.55 1.93 25.6 3.3 13.0 4. 14 1，61 38.9 1.2 8.9 

7 120 8.01 2_ 11 26.3 4.0 13.9 4.68 1. 62 34.6 2.3 8.9 

8 105 7.81 1.82 23.3 4.6 13.8 3.44 1.36 39.5 1.3 7，8 

9 90 7.81 1.83 23.4 4.3 14.4 4.47 1.65 36.9 1.4 8.9 

10 89 6.52 1.43 21.9 3.2 9.9 3.08 1. 18 38.3 1.0 6.0 

11 120 7.37 1.62 22.0 4.1 11. 7 3.98 1. 53 38.4 1.4 8.4 

12 100 7.97 2. 11 26.5 3.8 14.9 4.96 1. 80 36.3 2.0 9. 7 

13 100 7.29 1.58 21.7 3.8 11.7 4.07 1.44 35.4 1. 1 7.4 

14 90 7.28 2.00 27.5 3.6 14.4 4.04 1，77 43.8 0.9 10.2 

15 120 7，61 2.12 27.9 3.9 15.2 4.20 1. 78 42.4 1.2 10.9 

16 154 7.70 2_00 26，0 4.3 18.0 3.30 1.28 38.8 1.0 7.9 

17 140 7.23 1.59 22.0 3.1 11.5 3.67 1.22 33.2 1. 1 6.8 

連fP「lL「741871川3F円己1-1川 0.91 10 
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繊維傾斜度 (%) 

図3. 精英樹クローン植栽林分(林分 No.1)

における平均繊維傾斜度と最大繊維傾

斜度の階級どと出現クローン数

の選抜基準2.5%以下の個休を合んでいた。

以上のように長大繊維傾斜度，平均繊維傾斜度とも林分平均値化変異が認められたが，いずれの林分も

繊維傾斜度に関して材質優良木を選抜できる十分な変異を合んでいた。

なお， IZl4 Iとは泉大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度について林分ごとに選出した全候補木と予備選抜で残

った候補木の階級どと出現木数を示した。この図でみるように，現場での予備選抜によって最大繊維傾斜

度が5.0%以 Fあるいは平均織縦傾斜度が 2.5銘以下でも除外された候補木も少数あったが，織維傾斜度

の大きい候補本は的確に除外されている。また，材質優良木の繊維傾斜度に閣する選抜基準である最大織

維傾斜度5.096以下で平均繊維傾斜度2.5%以下の侠補木を過って除外したのは 1本のみであったととか
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凶4. 最大繊維傾斜度と平均繊維傾斜度の階級ごとi'I:坂本数

J誌は供試角材採取候補木，白は繊維傾斜度の予uHI
選抜による除外候補木， Nは選出候補木本数，
n は供試PJ.f~採取候補木木数を7J~す。
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らも，現場で行った繊維傾斜度の予備選抜が的確であり，ねじれの選抜が効率的にできたと考える。

2. 材のねじれ量とそり量の測定結果

表 71と供試角材のねじれ量とそり量の体分ごとの平均値，標準偏差，変動係数，最大値，最小値を示し

ザ，
，~。

材のねじれば，織維傾斜度で予備選抜を加えた林分と予備選抜をしない林分が存在することと，選出し

た候補木に対しねじれを測定した候補木の割合が林分で異なるので林分平均値や林分内変異の比較はでき

ない。

各林分における材のねじれ量の最小値は 0~8.4% で林分 No.2 以外の林分においでねじれ量の選抜基

準である 5.0%以下の個体が検出された。

織維傾斜度で予備選抜をしない 4林分のねじれ量の体分平均値は， ;f本分No.2が 16.805ぢ， t1:分No.3が

12.84%，林分 No.12が 11.77%，林分No.16が9.53%であった。加納ら12)は，立地条件の異なる数箇所

の林分を選び，カラ 7 ツ造林水の用材品質におよぼす影響を検討し，そのなかで一番玉から製材した 10

cm 心持ち正角のねじれ量の林分平均は 8.6~13.2 鮮であったと報告している。三十三報告の 4 林分の林分平

均も 9.53~16. 8096であり，林分 No.2が特に大きいf[立であったほかは加納ら四〕の羽喪結果に近い債を示

した。とれらの林分の最小~最大の範問は，林分 No.2 が 8.4~30.05ぢ，林分 No.3 が 2. 7~26. 3%，林分

No.12が1.8~28.2%，林分 No.16 が o ~20.1%と林分間jの変異に比較して林分内の変異が大きい。

材のそりもねじれと同様に選出した候補木に対し測定した候補木の割合は林分で異なる。しかし，材の

そり量は他の材質形質との相関係数が有志とならない乙とが報告されている17)。また，全候補木を測定し

た林分(林分 No.2，3， 12， 16)と繊維傾斜度で予備選抜した林分でそり量の林分平均値やt.f分内変異を

表 7. ねじれとそりの変異

ね じ :tL (%) そ り (%) 
林分 No. 調査本数

平均値|信望|喜望|最小値|最大値 平均値|帯主|蓄量!最小値|最大値

2 45本 16.80 5.17 30.8 8.4 30.0 0.220 0.113 51.4 0.06 0.56 

3 45 12.84 5.34 41. 6 2. 7 26.3 0.281 O. 152 54. 1 0.03 0.70 

4 47 6.54 2.67 40.8 0.9 13.8 0.245 O. 137 55.9 0.07 0.63 

5 39 7.91 2.52 31. 9 3.4 14.6 0.215 0.086 40.0 0.08 0.41 

6 45 5. 73 2.40 41.ヲ 2.3 13.2 0.216 0.126 58.3 0.03 0.58 

7 59 5.35 1.96 36.6 1.9 10.4 0.152 0.071 46.7 0.02 0.37 

B 43 3.93 1.91 48.6 0.9 8.5 O. 118 0.068 57.6 0.02 0.33 

9 40 5.47 2.62 47.9 1.2 11. 1 0.212 0.137 64.6 0.03 0.65 

10 41 3.84 1. 87 48. 7 0.8 9.9 O. 121 0.062 51.2 0.03 0.27 

11 40 7.63 3.75 49. 1 1. 1 15. 1 0.230 0.097 42.2 0.03 0.43 

12 100 11. 77 4. 19 35.6 1.8 28.2 0.166 0.083 50.0 0.02 0.45 

13 34 9. 11 3.44 37.8 2.9 17.8 o. 174 0.094 54.0 0.07 0.43 
14 30 8.49 3.55 41.8 2.2 17.4 0.178 0.076 42. 7 0.07 0.35 

15 40 9.81 3. 72 37.9 1.4 19.0 0.197 0.084 42.6 0.07 0.50 

16 107 9.53 4. 12 43.2 0.0 20.1 0.206 0.099 48. 1 0.03 0.62 

17 40 7.80 2. 70 34.6 1. 8 14.7 0.234 o. 117 50.0 0.07 0.50 
M
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比較しでも両者の問に差異がみられない。 とのことから， 材のそり最は他の材質形質とは独立で繊維傾

斜度の予備選伎の影響を受けていないと考えられるので， 16林分をこみにしたそり量の平均値，標準偏

発，変動係数，最小値，最大値を表7の長下欄に示したc 平均航は 0.196%，標準偏差 0.111%，最小値

0.0296 (材長3，000mm，中央 ;~i)ク(!;~=0.5 mm)， 最大値0.7096(同， 21.0mm)であり，材のそり量

も株分内に大きな変異を合む形質であることがlillf認された。力IJ納ら11)ば， 40干flLと57年生の 2林分から

216木の調査木を選定し， 1采材位置別， 木取り方法別の製付製品についてその品質を調査している。その

なかで採材位討をこみにした 10cm心持ち正角 111本のそり量の平均をO.19%と版告しており 16林分

をとみにしだ平均値はこれとほぼ一致した悩となっている。

W 材質検定結果の検討と材質優良木の選抜

事業実施要領22)では，材質優良木(以下「優良木j とする)を次の条件を満たす候補木から決定すると

とになっている。

年輪別繊維傾斜度の最大値(最大繊維傾斜度〉が5.0%Q(下

年輪別繊維傾斜度の平均値(平均繊維傾斜度)が2.5%以下

材のねじれが 5%以下

表8fとは優良木決定基準に1ttい，繊維傾斜度の欄は (a)長大繊維傾斜度5.096以下かっ平均繊維傾斜

度2.5%以下， (b)最大繊維傾斜度のみ 5.0%以下， (c)平均繊維傾斜度のみ 2.596以ドの 3つに区分

しそれぞれの本数を示し，材のねじれ量の欄はねじれ量が5必以下の本数を示した。また，選抜した優良

木の本数と選抜率も示した。

一般実生林分では，最大繊維傾斜度5.096以下の本数は 134本 (a+ b)で8.596，平均繊維傾斜度2.5

%以下の本数は 326本 (a十 c)で20.6%，最大繊維傾斜度5.0%以下かつ平均繊桁傾斜度2.596以下の

本数は 99本 (a)で6.3%であった。三上ら16)は， 54年生主伐林分と 31年生間伐林分でそれぞれ 193*

と165木の調査木について繊維傾斜度を調査し，最大繊維傾斜度が 30 (士5.296)以下で平均繊維傾斜度

1.30 (=2.396)以下である個休の出現率が 6.7%と3.096であったと報告している。また， rr川20)は49
年生の林分から選定した 200本の調査木で繊維傾斜度がほぼ遇l立(長六繊維傾斜度 596以下，平均繊維傾

斜度2.2箔以下)とみなせるものが5.5第出現したと報告してる。一般実と1.:16体分をこみにした本報告

の出現率もこれらの報告とほぼ近い値を示したが，林分ごとでは， 10 96以|二(林分No.4，10， 14)から

396以下(林分No.2，7)までみられ，林分間で大きな速いがみられた。

材のねじれが5%以下の本数は 214本で，選出した候補木に対する出現率は 13.5タふとなるが，此iよ角

材の;燥期間が短い林分(体分No.6，7， 8， 9， 10)では出現本数が多い。これは乾燥で水口割れが生じね

じれの測定に文障がでるためやや含水率が高い時に測としたためである。との 5林分をi沿いた 11t，J;;}に

おけるねじれ量が5必以下の出現木数は 76本で 7.0%となるが，林分どと出現率の最低はや1，分NO.2でO

96，ついで林分 NO.12が3.0第，出現率の高いのは，林分NO.llが10.0タム林分NO.3が14.496であり，

加納ら臼〕が報告した 36~57年生 6 林分における ill現率 5. 1~23.3%に比較してやや低い値となっている。

材質検定の結果は以上のとおりであり，との結果をもとに優良木を選抜した。

精英樹クローン植栽林分では，東北育種基本区から選抜された精英樹クローンの中で最大繊維傾斜度が

5.0%以下の 2クローンととれに近い値を示した 2クローンの4クローンを， _.~投実生林分では，材のね
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表 8. 選抜基準Ir基づく区分ごとの出現木数と材質優良木選抜本数及び選抜率
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it)精英樹クローン

一般実生

繊維傾斜度の区分

:林分 No.l

.林分 No.2-17

a 最大繊維傾斜度5.0%以下かつ平均繊維傾斜度2.5%以下
b:最大繊維傾斜度のみ5.0%以下
c 平均繊維傾斜度のみ2.5%以下
:材質優良木選抜本数/材質優良候補木本数XlOO材質優良木選抜ネ

じれが5%以下を示した候補木で最大繊維傾斜度5.0%以下， 平均繊維傾斜度2.5%以下の 77本，合計

81本を優良木に決定した。なお， 供試角材の乾燥期間が短い 5林分では， ねじれ量の株分内分布を検討

し，ねじれの小さい候補木を選ぴ，とれらについてさらに乾燥を進めねじれ量が596を越えない乙とを確

認した。

優良木の選抜率は表8，r示したとおりであり，精英樹クローンでは7.196，一般実生林分では4.996で
あった。林分ごとの選抜率は， 0~15. 7 %と林分間で大きな追いがみられた。

選抜された優良木の林分所在地や生長形質，材質形質などの特性値は表9に掲げた。

V 材質優良木クローンの増殖と保存及び利用

一般実生林分では，候補ネ:を伐倒し，材質検定試料とともにクローン保存のためのつぎ穏を採取した。

つぎ穂は候補木の頂部付近の充実した当年生校を 30~40 cm の長さの荒穏で 20~30 本採取し， 候補木番

号ーと採取年耳目を記入したラベルをつけて候補木ごとにポリエチレンの袋に入れ，京北林木育種場rr持ち

帰った。持ち舟った荒穏はただちに余分な枝葉を整理し，候補木ごとにラベ、ルをつけて湿らせた鋸屑とと



名 |瀧| の一地 1樹齢l樹高lEEl-材積|血性 liE円性問問時雨二円候補木時名称ネ示

年度 年 m cm 百l m' /。ロ/ % % %候材質青森営
材質青森営 l号 55 岩手県岩子郡滝沢村宇一木木 27 17.0 21.5 7.0 0.293 通直 正円 5.9 2.0 2. 7 0.23 68 

山国有林 48ろ

11 2 56 岩手県下閉伊郡川井村字門馬 25 20.6 20.8 12. 1 0.323 11 11 6.5 1.3 3.1 0.20 Fノ 93 
山国有林 230い

ノノ 3 〆r 11 25 20.9 21.1 11. 1 0.337 やや曲り 11 4.5 1.3 4.3 0.60 11 96 
1/ 4 11 ノF 25 19.0 18.4 12.6 0.236 11 ノ.， 4.2 1.8 2.6 0.43 11 98 
11 5 11 11 25 20. 1 19.5 12.9 0.279 通直 f〆 5.3 1.9 4.8 0.14 11 116 
11 6 ノ/ 11 25 21. 2 21. 0 12.4 0.339 やや向り 11 5.3 2.4 0.9 0.09 11 119 
11 7 11 11 25 18.5 19.4 12.8 0.256 通直 λr 6.4 1.9 1.7 0.30 11 125 
ノノ 8 ノノ 11 25 18.2 20.2 11. 7 0.275 11 11 4.0 1.2 4.6 0.27 11 130 
〆〆 9 11 11 25 20.5 21.5 13.0 0.344 ノノ 11 4.4 1.2 2.9 0.12 11 145 
11 10 11 11 25 19.3 19.7 11. 4 0.275 11 11 6.1 1.6 3.2 0.08 λy 174 
11 11 ノノ 岩手県下閉伊郡川井村字J~同 25 20.7 18.2 12.1 0.249 "〆 ノ〆 3.3 1.7 3. 7 0.10 11 218 

代山国有林 296い

11 12 ノノ 岩手県下閉伊郡川井村字北田 23 19.7 24.2 8.5 0.421 やや曲り 11 4.9 2.3 4.9 0.27 11 269 
代山国有林 286い 2

11 13 " /ノ 23 18.8 20.3 9.3 0.285 /〆 11 5.9 1.2 2.8 0.30 11 296 

11 14 ノ-， fノ 23 19.5 18.6 10.2 0.246 11 11 3.3 1.9 3. 7 0.22 11 300 

11 15 11 11 23 17.0 22.6 7.5 0.324 11 11 3.8 1.6 2.7 0.13 11 329 
ノノ 16 11 " 23 19.1 20.2 9.4 0.286 ノノ 11 3.8 1.8 4.2 0.18 11 340 

11 17 11 1/ 23 20. 7 25.1 9.6 0.473 ノ〆 11 4.9 1.9 4.0 0.18 11 345 
1/ 18 11 Fノ 23 19.0 24.1 10.4 0.406 11 1/ 4.8 2.9 4.1 0.12 11 346 
/ノ 19 ノノ ノ/ 23 20.6 23.1 8.9 0.399 11 ノ/ 5.5 1.8 4.4 0.25 ノノ 350 
1/ 20 /ノ ノノ 23 19.7 21. 3 12.8 0.326 jffi直 1/ 4.4 2.8 2.8 0.30 11 356 
1/ 21 57 岩手県右手部雫石町字網張国 25 15.3 19.5 7.8 0.221 やや曲り 11 5.2 2.4 3.7 0.22 1/ 392 

有林 191い 5
ノノ 22 11 11 25 15.8 26.4 7.8 0.415 1/ 11 4.6 2.4 2.9 0.10 11 468 
Jノ 23 11 11 25 15.8 19.6 6.3 0.229 11 1/ 4.0 2.4 2.8 0.18 〆F 471 

11 24 1/ 岩手県岩手郡滝沢村字沌沢国 31 16.3 22.8 9.0 0.319 iuil白 11 5.0 1.8 2.5 0.05 11 496 
有林 143い，ろ
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選抜林分の所在地

年度 年 立1 cm m m' % /ロb % Fぢ候材質青森営
材質青森営 25号 57 岩有手県岩手郡滝沢村字滝沢国 31 17，5 21，6 9，3 0，302 直通 正円 5，0 1.7 1，6 0，13 515 

林 143し、，ろ
fノ 26 fノ " 31 18，6 20，8 10，8 0，296 " " 4，6 2，3 3， 1 0，17 " 521 
11 27 ノ/ 11 31 18，8 23，8 10，4 0，391 " λア 4， 7 2，0 L7 0，10 11 532 

11 28 11 11 31 16，7 21，7 8， 7 0，294 " 11 4，6 2，3 2，9 0，10 11 563 

11 29 " 岩山手国県有岩林手郡岩手町字四日市 26 19，0 21，0 8，0 0，308 " 11 5，0 3，3 1，2 0，20 11 630 
25は2

/，〆 30 λF 11 26 21. 3 24，3 9，7 0，456 λソ λソ 4，8 2.2 3，4 0，07 ノノ 635 

11 31 ノノ f〆 26 17，9 22，2 10， 1 0，327 やや曲り 11 6，7 1，9 2，5 0，25 11 649 

11 32 11 11 26 20，8 24，1 13， 1 0，438 通直 λY 5，0 1，9 3，8 0，07 11 670 

11 33 11 岩一手国有県岩林手郡玉山村字外山第 25 16，2 19，8 14， 1 0，239 4，0 L 1 1，2 0，07 11 675 
2771，、2

λソ λγ 

'ノ 34 11 " 25 15，4 18，6 8，2 0，201 " 
λぅ， 4，9 2，4 3，3 0，10 " 687 

11 35 11 11 25 18，7 20，3 9，2 0，283 やや曲り グ 4，9 1，8 2，4 0，07 " 690 

" 36 " " 25 17，2 18，0 8， 1 0，208 " " 6，1 1，8 L4 0，18 " 693 

" 37 グ " 25 21，8 19，6 13，2 0，302 通直 λソ 4，6 1，5 2，7 0，10 " 700 
ノノ 38 " 11 25 18，9 18，2 9，8 0，230 fノ 11 4，3 1.0 1，8 0，07 " 707 
λF 3ヲ λF 11 25 18，4 19，0 12，4 0，246 やや巾り が 4，6 2，2 3，0 0， 12 11 713 

λγ 40 λr " 25 19，0 18，4 12，7 0，236 jffi直 " 4，3 1，3 L2 0，07 11 715 

λγ 41 ノ/

" 25 21，3 23，7 13，2 0，434 " 11 4，9 2'2 2，7 0，23 F〆 7lB 

" 42 " ノ/ 25 19，3 18，6 12.5 0，245 11 " 3，3 1.2 1，9 0.03 " 733 

" 43 " 11 25 21，7 19，9 13，5 0，310 やや曲り " 3，2 1，6 0，8 0，17 " 736 
rノ 44 ノ/

" 25 20，5 23，5 11. 8 0，411 " " 4，9 2，0 3，5 0，10 // 744 

λy 45 ノノ ノ/ 25 19，2 19，6 13， 1 0，271 j車直 Aγ 5，9 1，4 2，0 0，08 " 746 

" 46 ノノ

" 25 19，1 22，6 11，9 0，358 /.ノ λγ 3，6 1.8 3，4 0， 12 " 755 

" 47 58 病附手馬児*遠野市師附有馬牛町大字上 23 16，4 18，4 9，2 0，209 " Jソ 4， 7 2.3 2 4 O. 18 " 770 
字薬岡林 95い呂

" 48 グ ノノ 23 19，5 20，5 13， 1 0，299 " /ノ 6，3 1，4 1.3 0， 17 " 789 
/，γ 49 " " 23 19，2 20，4 11. 0 0，294 やや曲り " 4，4 2，3 5，0 0，27 λγ 823 

" 50 ノ/ /ノ 23 16，8 18，7 10，4 0，219 通直 " 4，4 2 1 4，9 0，18 " 826 

称名
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対
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名出吋木補侯材、

年度l 年 % タ白 96 961 jl民材質肯森営m cm m m:l 

材質青森営 51号 58 持附手馬県牛遠野市師附有馬lj=町大字上 23 19，3 19，0 12，3 0，256 iili直 正円 4，5 2 1 4，6 0，20 845 

字架国株 95い8
ノノ 52 Fノ 11 23 17，2 17，5 11. 1 0， 197 11 11 4，8 1，5 1.6 0，23 ノ/ 862 

〆f 53 '1 ノ/ 23 16. 7 19，5 9，2 0，237 11 /ノ 4，1 2，4 4，5 0，15 11 865 

11 51 11 岩有子県遠野市小友町字袋畑国 22 15， 1 19，0 9， 1 0，207 やや出り 11 6，3 2，4 1， 8 0，03 "ノ 892 

林 123へ3
λy 55 11 岩手国有県遠野市小友町字小友第 24 17，9 19，8 9，5 0，260 通直 11 4， 7 1，2 4，8 0，10 ノ/ 1023 

2 林 257い2
λy 56 ノノ ノ/ 24 19，6 19，5 11. 2 0，272 M 11 4，2 1.7 4，9 0，10 '1 1026 

11 57 11 岩手国県有遠野市小友町字小友第 25 17，1 21. 5 7，9 0，295 11 ノノ 6， 1 1. 8 I 2，2 0，25 11 10ヲ6

2 林 255い
λF 58 ノノ ノ/ 25 16，0 19，0 8，0 0，218 やや曲り ノノ 5，5 1，7 5，0 0，23 ノノ 10ヲ8

λf 59 11 /〆 25 19，0 19，2 11. 1 0，257 通直 11 3，6 0，9 3.6 0，08 11 1107 

λ1 60 〆/ ノF 25 20，4 20.6 13.2 0，316 やや由り ノノ 3.9 1，2 4，9 0，08 11 110ヲ

11 61 ノノ ノ/ 25 19，5 20，3 11.3 0，293 通直 ノノ 4，1 1，8 3，7 0，17 ノ/ 1115 

ノノ 62 11 11 25 19， 1 19，9 11，0 0，278 11 11 4.4 1，5 3，1 0，07 11 1131 

11 63 59 岩手有県二戸郡安代町字切通山 26 17，2 18，2 7，4 0，213 11 11 4，5 1.4 4，ヲ 0，22 11 1177 

田林 102い
Fノ 64 11 11 26 20，9 22，6 11，2 0，387 /ノ 11 4，3 2，4 4，9 0，30 11 1181 

11 65 11 11 26 17，9 22，8 8，9 0，345 11 11 5，8 1， 8 4，ヲ 0，17 11 1189 

11 66 λγ ノr 26 18，4 22，4 8，4 0，342 11 11 3，9 1，2 4，9 0，17 ノ/ 1214 

ノノ 67 11 ノ/ 26 18， 1 21. 2 〆ノ 11 5，7 2，3 1.4 0，17 11 1231 

11 68 λγ 岩第手県二戸郡浄法寺町字御山 28 19，8 21，8 14， 1 I 0，343 /ノ ノf 5_0 1.4 2，7 0，23 ノf 1292 

l国有林 327ほ
11 69 λY 11 28 19，4 20，3 11. 9 0.294 11 ノア 4，9 1，3 4，8 0，08 11 1295 

11 70 /〆 11 28 22.3 23， 7 12，2 0，152 通院 λP 5，8 1，8 0， 0，18 /ノ 1314 

11 71 11 11 28 20， 7 18，8 11. 6 0，265 ノノ ノア 4，6 1，6 4，9 0，30 11 1317 

11 72 11 11 28 22，8 22，9 13，6 0，129 11 11 4， 7 2，1 3，6 0，25 11 1354 

11 73 11 11 28 19，7 23，6 9，6 0，400 11 ノノ 5，4 1，4 5.0 0，20 11 1360 

λy 74 11 11 28 22，1 19，5 15，6 0，303 やや曲り ノF 4，5 1.2 3，6 0，30 グ 1443 

一同iEEトイ材積向性|山雨量121時|ねじれ|そり選抜林分の所在地

表 9，

名



同
対
決
訓
繭
肘
M
T
岡
一
ハ
品
目
ミ
仰
い
u
d
W
4
え
泣
柏
山
由
州
知
斗
ハ
日
)
山
忠
夫
三
一
主
・
山
1

「
・
均
口
・
荷
物
・
川
町
主
・
￥
!
己

l

g

選抜林分の所在地

年度| 年 口1 cm m m' /。/U % Pぢ %候材質青森営
材質青森営 75号 59 岩手国県有二戸部浄法寺町字駒ケ 30 21.9 20.9 14.7 0.345 通直 E円 5.3 1.8 4.9 0.27 1445 

嶺林 302い
11 76 11 ノ〆 30 21. 2 21. 2 15.0 0.346 11 11 5.3 1.1 4.7 0.22 11 1486 

11 77 1/ 11 30 19.5 21. 0 10.4 0.314 11 λr 3.1 1.3 1.8 0.30 11 1547 

が金木 6 55 青森県上北郡東山北町大林字甲地 12 7.3 11.0 1.6 0.036 やや曲り λア 6.3 4.8 H 金本 6 
字日影林ノヒ固有 97い

が盛岡 3 1/ 11 12 8.9 15.2 0.9 0.085 通直 11 7.8 4.8 M盛f司 3
M 白石 12 11 11 12 6.9 10.9 1.2 0.034 やや曲り λy 4.8 3. 7 H 白石 12

グ白石 15 11 ノノ 12 5.4 8.9 1.2 0.018 11 11 5.0 3.3 グ白石 15

|棚|樹高|臨l枝市
つづき

名 |謹l称

表9.
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もに林分ごとにポリエチレンの袋lと入れ，ダンボール箱に入れてー20Cに調整された貯蔵庫に貯蔵した。

そして，翌年の 5月上旬，優良木の決定後，優良木のつぎ木増殖を行った。つぎ木は，寒冷紗で日援を

したつぎ木床で2年生実生首を台木として割つぎ法iとより，優良木1本あたり 20本をつぎ木した。

つぎ木の結果，一般実生林分から選抜された 77本の優良木のうち 1本の優良木(材質青森営44号)は

つぎ木活着が得られずクローンを確保できなかったが，残り 76本のクローンは確保された。

優良木のつぎ木クローンは東北林水育種場のクローン集植所に保存される予定であるが，つぎ木クロー

ンの苗高や甫齢をそろえるため 59 年度に選抜した優良木のつぎ木増殖と同時に 55~57 年度選抜分の優良

木を一斉につぎ水増殖を行った。これによって得られた優良木のつぎ木クローンは昭和 62年度にクロー

ン集植所へ定植する予定である。

優良木のつぎ木クローンは実用造林水用の苗木を生産するための母材として利用されるほか，繊維傾斜

度や材のねじれに関する遺伝情報を得るための交配母材や繊維傾斜度のクローン検定材料としても利用さ

れる。

実用造林用の苗木を生産するには，優良木クローン聞の人工交配または自然交配によって育成した 3-4

年生の実生首水を対象[と数午繰り返し，繊維傾斜度の小さい個体を早期選抜し，これを採穂、台木に養成し

て，さし木増殖を行う ζ とが現在利用できる最も有効な方法である19)。そのため，より早く早期選抜周の

実生首木が得られるように優良木を 25年生採種木(昭和35年植栽)へ高接ぎし，優良木クローンの採種

木として育成している。

VI 関連する研究成果

カラマツ f~ の利用上の欠点であり，本事業における選抜対象形質となっている材のねじれについては，

採材位置や木取り方法による追い，林分の立地条件による追いなどが報告されていた。これらの報告は，

カラ 7 ツの用材品質への影響を検討したものであり，角材のねじれの大きさは丸太材面での繊維走行の角

度，または角材表面の割れ角度に比例し，材面の繊維走行が角材のねじれに対する指標的意味を持つこ

と，角材のねじれは，平坦地の供試本の角材が傾斜地のものに比べ小さいことなどが報告されていた程度

であり丸山材のねじれと繊維傾斜度の関係や材のねじれ量の林分内，林分間変異についての詳しい報告は

みられなかった。

本事業の!苅始とともに， 27年止と 31年生の2林分から選出された 90本の候補木について織維傾斜度，

M表面の繊維傾斜度，材のねじれ，料のそりが調査された。これらの材質形質問では，材のそりを除き，

他のすべての形質問で相関係数が0.1汚水準で有志性を示した。特lζ，平均繊維傾斜度が材のねじれと高

い相関係数 (r=0. 728~0. 824)を示し，両形質は直球的な関係を示した。このことから，繊維傾斜度と

材のねじれが小さい優れた育種材料を選抜するには，まず，繊維傾斜度の小さい個休を選び，そのlいから

ねじれの小さい個体を選抜するブ'ji去が尖際的であると考えら;hP¥実際の事業でも，選出した候補木は伐

採現場で繊維傾斜度の予備選抜を行い，繊維傾斜度の小さい候補木についてねじれを測定する方法に変更

された。また，ねじれ量の林分IAJ，林分間変異についても検討された。 5箇所の候補木選出林分lとおげる

ねじれ量の林分平均の範囲は8.6~16.8%，ねじれ量が 5%以下である個体の山現率も 0~25. 6 96と林分

間に変異のあるととが確認された。しかし 2箇所の候補木選出林分で 100本ずつ選出した候補木でねじ

れ量の林分内変異を調査した結果では，林分平均lζ近い個体が最も多く出現し，雨時lと向かい減少するiE
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規分布に似た分布であり，林分内にはほとんどねじれない個体からねじれ量が 20数%までの変異幅があ

り，林分間の変異に比校して林分内変異が大きいととが確認された1丸山。

以上のようなねじれ孟に関する研究のほかに， '伐材における繊維傾斜度の個体内，似体問変異や供試角

材の村r!LIIζ出現した節が調査された。校の繊維傾斜は，幹と同様lと左から始まり，年輪増加とともに傾斜

度が大きくなり 4年輪前後で最大となり，その後逓減するパターンを示すが，幹に比較して角度が小さ

く左旋回から右旋回lζ変化が早く現われ，最大角度の出引が幹のような集中型でなく分散型になることが

特徴であった。伎の繊維傾斜度は同一個体内の隣接する技1mでも変異がみられたが，個体[1IJの変異が大き

く，幹の繊維傾斜度との|自!こ déの有志な相関係数が得られた (r ニ 0.40~0.51) 。 しかし， 伐材で幹の繊

維傾斜度の大小を大まかに区分できるが，精度が低く選抜のための個休評価の代位え形質とすることは凶

難であった18)。また 2的所の候補木選出林分でねじれを測定した供試角材について，材の表面にItr到し

た節を調査した。これらの供試角材には 1 本あたり平均 84~1051同のj布がみられ，直径の範囲は 1mm

~35mm であったが，全休の 80% 以ヒは 10 mm  以ドのi'(r:iであったの角材ごとのi1riの数や単位当たりの

節径比の合社1直は，角材1mで変異がみられ，供試角材の平均年輪111肩が狭いほど加が少なくなる関係が得ら

れた15)。
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Selection of Superior Larch Tre泡Son羽ToodQuality in Tohoku 

Forest Tree Breedin宮 Region

Tadashi KAWAMURA(1)， Susumu MrKAMI叩， Tsunesuke NOGUCHl∞， 

Naoei hAll!刊 A(引， Kensuk巴 YOSllIMURA(5) and Mikihiro INOUE(6J 

Summary 

From 1980 to 1984 the Tohoku For巴stTre巴BreedingInstitute carried out the selection of 

superior larch tr巴eson wood quality under th巴 schemeof the breeding project on wood quality 

of Japanese larch. 

Four clones、，vithslightly inclin巴dgrain were selected from among 56 clones in a 12・year-

old clonal plantation establish巴dby grafts of plustrees. In 16 commercial forest stands， which 

were 22~31-year-old， 1584 candidate trees wer巴 preliminarilyse1ected from viewpoints of 

growth rate， stem-straightness， stem-roundness， crown height and health. They were felled 

in Nov巴mberor December， and 10 cm thich disks at 1.2 m height above ground and 3.5 m long 

logs from upper part of 1.2 m hdght wer巴cutfor measurements of wood properties， i. e. spiral 

grain， twisting and warping. At th巴 sametim巴scionswer巴 collectedfrom each trce to pro-

pagate by grafting. 

Spiral grain was measured on th巴disksby splitting method， and indicat巴dby a percentag巴

of grain-inclination from tree axis to 10 cm in height. The measurement of twisting and warp-

ing was madc on 10 X 10 X 350 cm boxed heat on the air-dry condition. Twisting was indicated 

by a percentage of edge-shifting at th巴 pointof 300 cm from fixed end to 10 cm in a side of 

thc square， and warping also by a percentage of maximum bending to 300 cm span. 

Selection criteria were prescribed as follows; spiral grain......less than 5.05ぢonmaximum 

value and less than 2.596 on mean value for all growth rings in a disk， twisting. .... .less than 

5.096， warping.…・ smallerone. 

From the r巴sultsof the s巳lectionwork， 77 trees from among 1584 candidates were quali五ed

as superior trees on wood quaIity. Selection rate was 4.996 on an average. The selected trees 

are propagated by grafting in the nursery of th巴TohokuForest Tree Breeding Institute， and 

their clones are provided for use in the next stag巴 ofthis project. Furtheremore， useful in-

formations on th巴variationof wood prop巴rtieswere gained through the practice of this project. 
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